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■
第
５
回
臨
時
会（
７
月
）

第5回臨時会（7月26日）では、議案3件が提案され、いずれも原案どおり可決
しました。
第6回定例会（9月4日から26日）では、平成24年度決算認定をはじめ、補正
予算や工事契約の締結など、報告2件、認定1件、議案16件が提案され、いずれも
原案どおり可決しました。また陳情3件を審査し、すべて可決しました。

臨時会
回5

定例会
回6

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

● 

お
お
い
町
防
災
行
政
無
線

設
備
整
備
工
事

　

デ
ジ
タ
ル
方
式
に
よ
る
防

災
行
政
無
線
設
備
等
を
町
内

全
域
に
整
備
す
る
も
の
で
、

北
陸
通
信
工
業
㈱
敦
賀
営
業

所
と
５
億
６
０
３
８
万
５
千

円
で
契
約
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

南
浦
宅
地
分
譲
地
造
成
工

事

　

大
島
南
浦
に
分
譲
地
（
21

区
画
）
を
整
備
す
る
も
の
で
、

㈱
山
本
組
と
５
２
３
４
万
２

５
０
０
円
で
契
約
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

■ 

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
● 

空
調
設
備
改
修
工
事
変
更

契
約
の
締
結

　

平
成
25
年
度
設
計
労
務
単

価
に
基
づ
く
請
負
代
金
額
に

変
更
す
る
も
の
で
、
２
２
３

万
６
５
０
０
円
を
増
額
し
、

㈱
荒
木
と
１
億
６
４
４
６
万

１
５
０
０
円
で
変
更
契
約
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

■
第
６
回
定
例
会（
９
月
）

■
平
成
25
年
度
９
月
補
正

３
億
８
１
１
８
万
８
千
円増

額

総
額
１
３
７
億
５
５
７
７
万

５
千
円

●
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
歳
出
】

○
防
災
対
策
事
業

　

は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー

に
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、
工

具
セ
ッ
ト
や
緊
急
医
療
セ
ッ

ト
等
を
整
備
す
る
も
の
。

２
５
０
万
円

○ 

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
補

助
事
業

　

大
島
宮
留
に
建
設
す
る
小

規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
の
、
防

火
対
策
や
熱
中
症
対
策
等
の

設
備
を
充
実
さ
せ
る
た
め
増

額
す
る
も
の
。

９
４
２
万
９
千
円

○
企
業
振
興
対
策
事
業

　

名
田
庄
西
谷
に
企
業
誘
致

の
た
め
の
敷
地
造
成
工
事
等

を
行
う
も
の
。５

５
７
０
万
円

○
道
路
維
持
補
修
事
業

　

小
堀
、
村
中
才
の
木
線
の

舗
装
整
備
、
尾
内
長
町
線
に

木
柵
等
を
整
備
す
る
も
の
。

８
３
０
万

○ 

台
風
18
号
（
Ｈ
25
年
９
月

15
日
〜
16
日
）
災
害
復
旧

事
業

　

道
路
や
河
川
、
排
水
路
等

の
復
旧
工
事
で
、
特
に
緊
急

を
要
す
る
も
の
。

２
５
３
７
万
８
千
円

○ 

企
業
的
園
芸
参
入
支
援
事
業

　
﹇
補
助
金
２
億
円
﹈

　

民
間
企
業
が
、
名
田
庄
西

谷
に
リ
ー
フ
レ
タ
ス
を
栽
培

す
る
施
設
を
整
備
、
経
営
す

る
こ
と
に
対
し
、
福
井
県
と

町
が
必
要
と
な
る
設
備
等

に
つ
い
て
支
援
す
る
。
操

業
開
始
は
、
平
成
26
年
４
月

予
定
。
雇
用
は
正
社
員
２

人
、
パ
ー
ト
６
人
。（
県
費

が
１
億
５
千
万
円
・
町
費
が

５
千
万
円
）

■
請
願
・
陳
情

○ 

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地

球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
地
方
の
財
源
確
保
の

た
め
の
意
見
書
採
択
に

関
す
る
陳
情

（
全
会
一
致
・
可
決
）

○ 

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
採
択

に
つ
い
て

（
全
会
一
致
・
可
決
）

○ 

道
州
制
導
入
に
断
固
反
対

す
る
意
見
書
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
・
可
決
）

園 芸 を園 芸 を
め ざ すめ ざ す
企業を誘致企業を誘致
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﹇
監
査
報
告
か
ら
﹈

　

お
お
い
町
の
財
政
は
、
依
然
と
し
て

健
全
な
水
準
を
保
っ
て
お
り
、
地
方
債

残
高
の
減
少
と
、
突
出
し
た
積
立
金
残

高
を
保
有
す
る
確
固
た
る
財
政
基
盤
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
財
政
環
境
の
変
化
は
予
断
を
許

さ
ず
、
こ
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
、

将
来
に
備
え
た
健
全
な
財
政
運
営
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

猿
橋　

 

巧  

議
員

　

原
子
力
関
連
に
依
存
し
た
財
政

運
営
の
危
険
性
と
、ポ
ス
ト
原
発

に
向
け
た
企
業
誘
致
に
特
別
な
成

果
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、ま
た
、こ

ど
も
家
族
館
運
営
に
関
し
て
県
費

投
入
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

非
正
規
職
員
の
割
合
が
高
く
、財

政
規
模
に
応
じ
た
正
規
職
員
を
配

置
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
反

対
す
る
。

松
宮 

史
知  

議
員

　

各
課
の
決
算
報
告
を
見
れ
ば
23

年
度
か
ら
の
改
善
点
等
を
意
識
し

24
年
度
予
算
執
が
執
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に

人
件
費
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
る

点
か
ら
も
、
精
度
の
高
い
予
算
編

成
と
経
常
経
費
の
削
減
努
力
が
な

さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
加
え

て
財
政
健
全
化
4
指
数
を
は
じ
め

実
質
収
支
比
率
に
お
い
て
も
優
良

な
健
全
性
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

（単位：％）

項　　　目 本町の比率
（前年値）

早期健全化
基　　　準

財政再建
基　　準

イエローゾーン レッドゾーン
実 質 赤 字 比 率 赤字なし（赤字なし）  14.74 20.0
連結実質赤字比率 赤字なし（赤字なし）  19.74 30.0
実質公債費比率※1 4.3（5.8）  25.0 35.0
将来負担比率※2 赤字なし（赤字なし） 350.0 －
資 金 不 足 比 率 不足なし 20.0

※1　自由になる財源の内、借金返済の割合。
※2　自治体が将来支払う可能性がある負債の一般会計に対する比率。

平成24年度決算

【歳出】111億2779万1千円 【歳入】116億1503万1千円

歳  入歳  出

町税
32.7%

国庫支出金
24.3%

県支出金
17.8%

地方交付税
12.5%

教育費
14.1%

総務費
14.4%

農林水産業費
23.1%

民生費
13.9%

商工費
8.9%

土木費
8.4%

衛生費
9.5%

■一般会計

その他 
7.7%

繰越金
2.9%

自
主
財
源

依
存
財
源

諸収入
2.7%

その他
7.1%

54.6% 45.4%

【歳入】116億1503万1千円
地地地方交付税

認定!

賛成
討論

反対
討論

一般会計
決　算 賛否あり 討論概要

区　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出 歳入歳出差引額総　額 他会計繰入金 純計額 総　額 他会計繰出金 純計額
後期高齢者医療 90,183,865 26,003,465 64,180,400 89,479,765 0 89,479,765 △25,299,365
国 民 健 康 保 険 740,382,194 49,254,522 691,127,672 740,382,194 0 740,382,194 △49,254,522
国民健康保険診療 89,955,715 2,352,242 87,603,473 89,955,715 0 89,955,715 △2,352,242
介 護 保 険 769,350,914 137,585,922 631,764,992 768,070,793 0 768,070,793 △136,305,801
介 護 サ ー ビ ス 3,690,944 1,004,624 2,686,320 3,690,944 0 3,690,944 △1,004,624
簡 易 水 道 501,009,689 377,030,412 123,979,277 501,009,689 0 501,009,689 △377,030,412
農 業 集 落 319,261,083 231,414,790 87,846,293 319,261,083 0 319,261,083 △231,414,790
特定環境保全公共下水道 113,213,403 96,592,437 16,620,966 113,213,403 0 113,213,403 △96,592,437
合 　 　 計 2,627,047,807 921,238,414 1,705,809,393 2,625,063,586 0 2,625,063,586 △919,254,193

■特別会計 （単位：円）
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■
主
な
審
議
内
容

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

項
目
ご
と
に
細
か
く
審
査
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
補
正
予
算
に
つ
い

て
も
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

■
主
な
質
疑

●
認
定
1【
決
算
審
査
】

問
町
税
の
内
、
大
規
模

償
却
資
産
税
は
い
く

ら
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

 

22
億
７
７
７
８
万
５

千
円
で
あ
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
給
付

金
は
何
人
か
ら
納
め

ら
れ
た
も
の
な
の
か
。
ま
た
、

納
め
ら
れ
た
方
へ
の
特
典
は

あ
る
の
か
。

答

 

件
数
は
７
件
あ
り
、

１
２
４
万
円
と
な
っ

た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
納
め
ら
れ
た
方
に
は
、
町

の
特
産
品
等
を
詰
め
合
わ
せ

た
物
を
送
っ
て
い
る
。

問
財
政
調
整
基
金
に
２

億
５
千
万
円
の
積
立

が
あ
る
が
、
決
算
で
は
、
４

億
８
千
万
円
程
度
の
黒
字
が

あ
る
の
で
、
基
金
へ
も
っ
と

積
み
立
て
て
は
ど
う
か
。

答

 

地
方
財
政
法
か
ら
も
、

積
み
立
て
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
が
、
繰
越
明
許

費
へ
の
充
当
分
と
25
年
度
補

正
予
算
見
込
み
分
に
つ
い
て

繰
り
越
し
を
行
っ
た
。

問
地
方
債
の
償
還
は
毎

年
あ
り
、
24
年
度
で

は
、
５
億
２
３
０
０
万
円
余

り
元
金
償
還
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
、
交
付
税
措
置
で

行
わ
れ
て
い
る
金
額
は
い
く

ら
に
な
る
の
か
。

答

 

交
付
税
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
額
は
、

4
億
１
０
０
３
万
４
千
円
で

あ
る
。

問
買
い
物
代
行
事
業
の

実
績
は
登
録
者
が

22
名
で
延
べ
56
回
の
利
用
が

あ
っ
た
が
、
決
算
額
で
は
ど

う
な
る
の
か
。

答

 

社
会
福
祉
協
議
会
に

買
い
物
支
援
の
人
件

費
と
事
務
費
相
当
を
委
託
料

と
し
て
支
出
し
て
お
り
、
件

数
に
よ
っ
て
委
託
料
を
変
動

す
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な

い
。問

㈱
名
田
庄
き
の
こ
セ

ン
タ
ー
で
、
未
収
と

な
っ
て
い
る
土
地
の
賃
借
料

の
回
収
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答

 

貸
付
収
入
未
済
額
は

現
年
分
と
し
て
１
１

０
万
８
４
０
２
円
、
滞
納
繰

越
分
と
し
て
85
万
１
４
０
６

円
あ
る
が
、
滞
納
繰
越
分
に

つ
い
て
は
、
今
年
の
５
月
30

日
に
全
額
入
金
済
み
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
現
年
分
に
つ

い
て
は
、
８
月
以
降
に
資
金

回
収
の
見
込
み
が
あ
る
。

問
役
場
正
規
職
員
と
非

正
規
職
員
の
人
数
は
。

答

 

24
年
４
月
１
日
現
在

で
、
正
規
職
員
が
１

８
５
人
、
非
正
規
職
員
が
延

べ
２
４
５
人
で
あ
る
。

● 

議
案
51
〜
58
【
各
会
計
補

正
予
算
】

問
保
育
士
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業
は
私

立
保
育
所
に
対
し
て
交
付
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
公
立
の

現
状
と
比
較
す
る
と
、
そ
の

差
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

 

私
立
の
現
状
は
、
正

規
保
育
士
の
平
均
年

齢
が
35
歳
で
、
そ
の
給
料
に

つ
い
て
は
約
20
万
円
で
あ
る
。

そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
公
立

の
方
が
高
い
。

問
企
業
支
援
の
植
物
工

場
型
補
助
金
は
、
１

事
業
主
体
あ
た
り
の
事
業
費

が
３
億
円
で
あ
れ
ば
、
県
が

１
億
５
千
万
円
、
町
が
５
千

万
円
の
２
億
円
補
助
だ
が
、

町
の
企
業
誘
致
支
援
制
度
と

比
較
す
る
と
、
補
助
金
額
は

ど
の
程
度
の
差
が
で
る
の
か
。

答

 

町
単
独
事
業
の
補
助

率
は
25
％
で
、
事
業

費
３
億
円
で
計
算
す
る
と
、

７
千
５
０
０
万
円
と
な
る
が
、

県
補
助
金
は
な
い
の
で
、
県

の
補
助
を
受
け
た
方
が
有
利

で
あ
る
。

問
行
政
財
産
の
土
地
使

用
料
で
１
７
２
万
３

千
円
の
歳
入
が
あ
る
が
、
こ

の
内
容
は
。

答

 

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
内

の
駐
車
場
１
万
８
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、
大
飯

原
子
力
発
電
所
３
、
４
号
機

の
定
期
検
査
等
作
業
員
臨
時

駐
車
場
と
し
て
４
カ
月
間
貸

し
出
し
、
使
用
料
を
徴
収
す

る
も
の
で
あ
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委員会
審　議

慎重に

買物代行事業買物代行事業
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■
主
な
審
議
内
容

　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
議

案
２
件
・
陳
情
１
件
に
つ
い

て
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

■
主
な
質
疑

● 

議
案
61
【
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
庁
舎

非
常
用
自
家
発
電
機
更

新
工
事
）】

問
保
守
費
用
は
、
他
の

平
均
的
な
補
修
費
用

と
比
べ
る
と
妥
当
な
も
の
か
。

答

 

年
１
回
の
起
動
試
験

と
毎
月
点
検
を
含

め
年
80
万
円
と
し
て
い
る
が
、

現
在
の
発
電
機
よ
り
大
型
と

な
る
こ
と
か
ら
、
現
行
の
費

用
よ
り
高
く
な
る
。

問
発
電
機
の
更
新
に
伴

い
新
駐
輪
場
は
現
行

よ
り
小
さ
く
９
台
分
と
な
る

が
、
容
量
は
十
分
か
。

答

 

役
場
自
転
車
と
来
客

自
転
車
に
つ
い
て
は

十
分
対
応
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

問
安
全
性
の
観
点
か
ら
、

海
抜
３
・
６
ｍ
に
設

置
す
る
と
し
て
い
る
が
そ
の

根
拠
は
。

答
 

県
の
津
波
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
浸
水
時
の
本
郷
で
50
㎝
と
、

佐
分
利
川
堤
防
高
の
３
・
４

ｍ
な
ど
を
考
慮
し
３
・
６
ｍ

と
設
定
し
た
。

● 

議
案
65
【
動
産
の
取
得
に

つ
い
て
（
保
健
・
医
療
・

福
祉
総
合
施
設
診
療
所

等
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

（
電
子
カ
ル
テ
）機
器
）】

問
地
域
の
医
療
機
関
等

と
の
情
報
の
や
り
取

り
や
、
互
換
性
、
汎
用
性
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

答

 

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
の
普
及
率
は
全
国

的
に
30
％
程
度
で
あ
り
、
福

井
県
に
お
い
て
も
情
報
の
や

り
取
り
が
出
来
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
構
築
を
し
て
い
る
の

で
、
今
後
の
シ
ス
テ
ム
改
修

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

問
機
器
シ
ス
テ
ム
の
更

新
時
は
休
診
と
な
る

の
か
。

答
 

新
し
い
シ
ス
テ
ム
が

で
き
る
ま
で
、現
行

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、休

診
等
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
。

● 

陳
情
６
【
地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
つ
い
て
】

　

昨
今
の
経
済
情
勢
や
地
方

財
政
状
況
等
を
考
え
る
と
、

陳
情
の
趣
旨
に
つ
い
て
大
い

に
理
解
で
き
る
と
の
意
見
が

多
く
、
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

■
主
な
審
議
内
容

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

は
議
案
5
件
・
陳
情
1
件
に

つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

■
主
な
質
疑

● 

議
案
59
【
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
実
施
計
画

に
つ
い
て
】

問
農
業
用
用
排
水
事
業

で
、
受
益
面
積
が
1

㌶
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
事
業
計
画
か
ら
外
れ
た
箇

所
が
あ
る
と
聞
く
が
、
要
件

を
満
た
さ
な
い
老
朽
化
し
た

施
設
の
手
立
て
は
。

答

 

１
㌶
未
満
の
施
設

は
、
基
本
的
に
町
単

独
事
業
を
利
用
し
て
も
ら
い
、

10
％
の
受
益
者
負
担
金
を
負

担
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

問
本
計
画
で
は
、
直
接
、

農
業
生
産
に
係
る
事

業
や
集
落
の
活
性
化
に
繋
が

る
よ
う
な
事
業
は
見
受
け
ら

れ
な
い
が
、
町
民
の
要
望
等

総

務

常

任

委

員

会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
ど
う
取
り
入
れ
、
事
業
を

集
約
し
て
き
た
の
か
。

答

 

事
業
の
計
画
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
23

年
度
に
町
内
全
区
を
対
象
に

し
た
農
業
用
施
設
の
不
具
合

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
基
に
、
以
前
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
各
区
の
要
望
等
を
再

度
見
直
し
た
う
え
で
計
画
し

た
。
ま
た
、
県
と
も
事
業
内

容
を
相
談
し
今
回
の
事
業
計

画
と
な
っ
た
。

● 

議
案
60
【
特
定
事
業
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
お
お
い
町
複
合
型
交

流
施
設
整
備
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
）】

問
今
回
、
価
格
指
数

が
95・
３
％
か
ら
91・

1
％
に
下
が
っ
た
こ
と
か
ら

契
約
金
額
は
下
が
る
が
、
更

に
価
格
指
数
が
３
％
下
が
る

と
ど
う
な
る
の
か
。

答

 

今
回
の
変
更
契
約

が
承
認
さ
れ
る
と
、

91・
1
％
が
基
準
と
な
り
、

今
後
絶
対
値
で
３
％
の
増
減

が
あ
っ
た
場
合
は
、
物
価
指

数
の
見
直
し
に
よ
り
契
約
金

額
の
変
更
を
行
う
。

● 

陳
情
５
【
森
林
吸
収
源
対

策
及
び
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る
地
方
の
財

源
確
保
の
た
め
の
意
見

書
採
択
に
関
す
る
陳
情
】

　

昨
年
も
同
様
の
意
見
書
を

提
出
し
て
い
る
が
、
何
ら
環

境
の
変
化
も
現
れ
て
お
ら
ず
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

既設駐輪場撤去既設駐輪場撤去

No.31おおい町議会だより0 5

委
員
会
審
議



■平成25年第5回（7月）臨時会　議案審議結果

議案48
工事請負契約の締結について
（おおい町防災行政無線設備整備
工事）

原案可決

議案49 工事請負契約の締結について（南浦宅地分譲地造成工事） 原案可決

議案50 工事請負変更契約の締結について（空調設備改修工事） 原案可決

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議案番号 議　　案　　名 議決結果

尾谷 松宮 森口 猿橋 啓 浜上 今川 森内 古石 小川 新谷 松井 中本 猿橋 巧
認定 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案51 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

○は賛成　　●は反対　　除は除斥　　退は退席　　欠は欠席（※中塚寛議長は採決に加わらない。）

■賛否が分かれた議案

■平成25年第6回（9月）定例会　議案審議結果

議案62 工事請負契約の締結について（道路改良工事（小堀線）） 原案可決

議案63 工事請負契約の締結について（橋梁維持補修工事（赤礁橋）） 原案可決

議案64
工事請負契約の締結について
（過年発生公共土木施設災害復旧
工事（小谷橋））

原案可決

議案65
動産の取得について（保健・医療・
福祉総合施設診療所等医療情報シ
ステム（電子カルテ）機器）

原案可決

議案66 平成25年度一般会計補正予算（第
3号） 原案可決

陳情5
森林吸収源対策及び地球温暖化対
策に関する地方の財源確保のため
の意見書採択に関する陳情

採　　択

陳情6 地方財政の充実・強化を求める意
見書採択について 採　　択

発委4
「森林吸収源対策及び地球温暖化
対策に関する地方の財源確保」の
ための意見書について

原案可決

発委5 地方財政の充実・強化を求める意
見書について 原案可決

発議1 道州制導入に断固反対する意見書
について 原案可決

報告 8 平成24年度決算に基づく健全化
判断比率の報告について 報　　告

報告 9 平成24年度決算に基づく資金不
足比率の報告について 報　　告

認定 1 平成24年度一般会計及び8特別
会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議案51 平成25年度一般会計補正予算
（第2号） 原案可決

議案52 平成25年度後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案53 平成25年度国民健康保険事業特
別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案54 平成25年度国民健康保険診療事
業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案55 平成25年度介護保険事業特別会
計補正予算（第1号） 原案可決

議案56 平成25年度簡易水道事業特別会
計補正予算（第2号） 原案可決

議案57 平成25年度農業集落排水事業特
別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案58
平成25年度特定環境保全公共下
水道事業特別会計補正予算（第2
号）

原案可決

議案59 中山間地域総合整備事業実施計画について 原案可決

議案60 特定事業変更契約の締結について（おおい町複合型交流施設整備PFI事業） 原案可決

議案61 工事請負契約の締結について（庁舎非常用自家発電機更新工事） 原案可決

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議案番号 議　　案　　名 議決結果
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◥ 
今
後
の
原
子
力
政
策
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か

町
長 
国
策
で
あ
り
、国
の
一
元
的
責
任
を
大
前
提
に
共
生
を
図
る

問
原
子
力
事
故
に
際
し
、

国
の
指
示
に
そ
ぐ
わ

な
い
判
断
も
あ
り
得
る
と
思

う
が
。

答
（
町
長
）
町
民
の
生

命
を
守
る
べ
き
緊
急

時
に
お
い
て
は
、
状
況
に
応

じ
た
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

問
発
電
所
誘
致
時
の
夢

は
ど
の
様
に
達
成
さ

れ
、
新
た
に
ど
の
様
な
問
題

が
生
じ
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）
雇
用
の
確

保
と
、
町
の
基
盤
整

備
を
進
め
、
町
民
の
生
活
水

準
も
大
き
く
向
上
す
る
等
、

町
勢
は
着
実
な
発
展
を
遂
げ

て
い
る
。
一
方
、
複
雑
か
つ
、

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

は
、
行
政
だ
け
の
責
任
に
限

界
も
あ
る
。

問
使
用
済
み
燃
料
の
保

管
ス
ペ
ー
ス
が
ひ
っ

迫
し
て
い
る
。

　

放
射
性
廃
棄
物
も
含
め
、

長
期
保
管
は
容
認
で
き
な
い
。

答
（
町
長
）
使
用
済
み

燃
料
プ
ー
ル
は
、
あ

と
７
年
程
度
で
満
杯
に
な
る
。

知
事
は
「
中
間
貯
蔵
施
設
を

県
外
に
」
と
求
め
、
事
業
者

も
推
進
体
制
を
強
化
し
て
お

り
、
そ
の
取
り
組
み
を
尊
重

し
た
い
。

問
多
大
の
貢
献
を
し
て

き
た
大
島
半
島
を
核

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
し

て
は
な
ら
な
い
が
。

答
（
町
長
）
ま
だ
７
年

あ
り
、
状
況
を
注
視

し
た
い
。

問
事
業
者
の
財
務
状
況

は
、
地
域
経
済
に
も
、

町
財
政
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
る
が
、
後
年
度
の
行
財
政

運
営
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
町
の
財
政

基
盤
は
発
電
所
立

地
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お

り
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
の
論
議
を
見
極
め
な
が

ら
、
町
の
総
合
計
画
や
財
政

計
画
な
ど
の
見
直
し
も
視
野

に
検
討
し
た
い
。

浜上　雄一

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

9
月
定
例
会
で
は
、6
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

古石　　實

問
あ
み
ー
シ
ャ
ン
大
飯

「
ゆ
っ
た
り
温
泉
」

の
隣
接
地
に
、
も
う
一
箇
所

施
設
を
造
る
よ
う
な
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
（
町
長
）
定
期
的
に

必
要
な
修
繕
を
行
っ

て
お
り
、
早
め
の
対
応
で
安

全
で
快
適
な
設
備
の
維
持
に

心
が
け
て
い
る
。
も
う
一
箇

所
の
施
設
の
開
設
は
、
投
資

効
果
や
維
持
管
理
等
を
考
え

る
と
現
時
点
で
は
難
し
い
。

ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
ナ
フ
コ

が
予
定
か
ら
２
年
以
上

に
渡
り
開
業
が
延
期
と

な
っ
て
い
る
が
、一
定

の
判
断
を
行
う
時
期
に

来
て
る
の
で
は
な
い
か

町
長 

原
子
力
規
制

委
員
会
の
安
全
審
査

に
つ
い
て
結
論
時
期

が
見
通
せ
な
い
等
の

理
由
か
ら
、経
営
会
議

に
お
い
て
進
出
が
保

留
と
な
っ
て
い
る
。期

待
に
答
え
ら
れ
ず
心

苦
し
い
と
思
っ
て
い
る

問
原
子
力
が
条
件
と
思

え
な
い
。

答
（
町
長
）
お
お
い
町

の
場
合
は
購
買
力
に

お
い
て
も
小
さ
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

問
町
長
は
３
月
議
会
で

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

す
る
と
の
覚
悟
だ
っ
た
。
年

内
に
目
途
を
立
て
る
強
い
意

思
を
期
待
し
て
い
る
。

答
（
町
長
）
今
任
期
中

の
仕
事
と
考
え
て
い

る
。

◥ 

あ
み
ー
シ
ヤ
ン
大
飯
で
大
規
模
修
繕
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
、温
泉
を
利
用
で
き
な
い
期
間
が
長
引
か
な
い
か

町
長 

定
期
検
査
の
実
施
に
よ
り
、長
期
間
休
業
す
る
よ
う
な
修
繕

は
想
定
し
て
い
な
い

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
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◥ 

町
の
人
口
予
測
は
、23
年
後
に
は
５
６
０
０
人
に
な
る
。減

少
が
こ
の
ま
ま
進
む
と
町
は
ど
う
い
う
事
態
に
な
る
の
か

町
長 
私
も
分
か
ら
な
い
。皆
で
支
え
て
い
く
し
か
な
い

◥ 

防
災
意
識
の
高
揚
と
災
害
対
応
力
の
強
化
に
つ
い
て

町
は
ど
う
具
現
化
す
る
の
か

町
長 

防
災
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
た
訓
練
を
町
民
と
共
に
実
施
す
る

今川　直樹

松宮　史知

問
防
災
意
識
の
高
揚
と

災
害
対
応
力
の
強
化

に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う
に

具
現
化
す
る
の
か
。

答
（
町
長
）
防
災
意
識

の
向
上
や
災
害
時
に

備
え
た
事
前
の
備
え
を
心
が

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
総
合

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。

平
時
か
ら
こ
れ
を
を
避
難
場

所
、
避
難
経
路
の
確
認
等
に

使
用
し
意
識
向
上
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

総
合
防
災
マ
ッ
プ
や
避
難

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
活
用
し
た

防
災
訓
練
を
定
期
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
自
主
防
災
組

織
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住

民
の
皆
様
も
参
画
頂
き
町
と

集
落
が
連
携
し
て
情
報
共
有

と
実
践
的
取
り
組
み
を
重
ね

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
災
害

に
強
い
町
づ
く
り
の
推
進
を

図
り
た
い
。

津
波
、佐
分
利
川
Ｊ

Ｒ
橋
梁
付
近
の
流
下

能
力
は
計
画
高
水
量

以
下
で
あ
る

建
設
課
長 

県
と
協
議

を
開
始
す
る

問
福
井
県
の
「
佐
分
利

川
水
系
河
川
整
備
計

画
」
に
よ
れ
ば
佐
分
利
川
の

Ｊ
Ｒ
橋
梁
付
近
の
流
下
能
力

は
30
年
確
率
の
計
画
高
水
量

を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
。
管

理
者
で
あ
る
県
と
早
急
に
改

修
に
向
け
た
協
議
を
開
始
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
（
町
長
）
指
摘
の
Ｊ

Ｒ
橋
梁
付
近
の
堤
防

高
の
問
題
は
、
先
ず
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
県
に
お
い
て

調
査
等
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
結
果
を
検

証
し
た
上
で
、

防
災
対
策
上
必

要
な
措
置
を
速

や
か
に
講
じ
て

い
た
だ
く
よ
う

要
望
す
る
。

佐分利川 本郷付近

問
1
万
人
目
標
は
絵
に

か
い
た
モ
チ
に
な
る
。

政
策
の
見
直
し
が
必
要
。

答
（
町
長
）
雇
用
の
場

の
確
保
や
子
育
て
支

援
の
充
実
な
ど
効
果
あ
る
事

業
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
。

原
発
廃
炉
後
の
代

替
産
業
へ
の
対
応
は

町
長 

今
は
、現
存
の

運
転
再
稼
働
の
み
し

か
考
え
て
い
な
い

問
大
飯
原
発
の
長
期
存

続
の
見
通
し
は
。

答
（
町
長
）
1
・
2
号

機
は
30
年
を
過
ぎ
て

い
る
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
で
の
位
置
づ
け
が
全

て
に
な
る
。

問
い
ず
れ
廃
炉
を
迎
え
る
。

代
替
産
業
は
今
か
ら
対

応
し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
。

答
（
町
長
）
今
は
再
稼
働

の
み
し
か
考
え
て
な
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
待
機
者
の
現
状
は

な
ご
み
保
健
課
長

楊
梅
園
で
33
人
だ
が
予

約
的
な
申
し
込
み
も
あ

り
実
際
７
名
で
あ
る

問
国
が
進
め
て
い
る
制

度
見
直
し
は
入
所
が

厳
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

答
（
な
ご
み
保
健
課
長
）

要
介
護
者
の
85
％
は

自
宅
介
護
を
望
ん
で
い
る
。

問
入
所
で
き
な
い
方
が

増
え
る
。
国
の
見
直

し
に
関
わ
ら
ず
柔
軟
に
対
応
し
、

町
民
の
願
い
を
叶
え
る
べ
き
。

答
（
副
町
長
）
基
準
に

よ
り
適
用
さ
れ
る
。

空
き
家
の
現
状
と

対
応
は

企
画
課
長
１
６
０
戸

で
増
加
傾
向
に
あ
る

問
放
置
す
れ
ば
景
観
や

美
観
を
損
ね
危
険
で

も
あ
る
。
国
の
法
律
整
備
も

限
界
が
あ
り
、
益
々
増
加
す

る
。
知
恵
を
出
し
対
策
を
考

え
る
べ
き
。

答
（
副
町
長
）所
有
者
に

依
頼
す
る
し
か
な
い
。

問
町
民
は
荒
れ
る
農
地

を
見
て
何
と
か
し
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
が
耕

作
放
棄
地
の
現
状
と
対
応
は
。

答
（
町
長
）
耕
作
放
棄
地

は
33
㌶
に
な
り
、
貸
し

手
借
り
手
ど
ち
ら
に
も
メ
リ
ッ

ト
あ
る
対
策
も
講
じ
て
い
る
。
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◥ 

大
飯
発
電
所　

南
側
ト
レ
ン
チ
Ｆ

－

６
破
砕
帯
調
査

現
場
の
安
全
対
策
は
十
分
か

町
長 
事
業
者
に
日
々
の
安
全
確
認
を
強
く
指
導
し
て
い
る

◥ 

憲
法
の
平
和
条
項
を
守
れ

町
長 

国
会
で
十
分
な
議
論
を
交
わ
し
て
欲
し
い

問
Ｆ

－

６
破
砕
帯
の
活

動
性
に
つ
い
て
、
規

制
委
員
会
の
調
査
が
行
わ
れ

た
が
、
そ
の
現
場
内
の
安
全

性
（
台
風
や
集
中
豪
雨
に
対

す
る
法
面
崩
壊
、
山
留
め
工
、

排
水
処
理
な
ど
）
に
つ
い
て

事
業
者
か
ら
十
分
な
報
告
を

う
け
て
い
る
か
。
ま
た
、
町

と
し
て
安
全
対
策
に
ど
う
関

与
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）大
飯
発
電

所
南
側
ト
レ
ン
チ
は
、

Ｆ

－

６
破
砕
帯
の
デ
ー
タ
拡

充
を
目
的
に
規
制
委
員
会

の
指
示
に
よ
り
掘
削
さ
れ
た
。

既
に
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、

活
断
層
で
は
な
い
と
の
意
見

で
一
致
を
見
た
と
さ
れ
て
お

り
、デ
ー
タ
が
採
取
さ
れ
た

現
在
で
は
、必
要
性
は
な
く

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
ト
レ
ン
チ
掘
削
は
、

町
と
の
安
全
協
定
に
基
づ
き
、

自
然
公
園
法
に
係
る
許
可
申

請
の
事
前
連
絡
と
し
て
、
計

画
書
が
提
出
さ
れ
、
事
業
者

か
ら
施
工
状
況
の
報
告
を
受

け
る
と
と
も
に
、
現
場
確
認

を
適
宜
行
っ
て
い
る
。

問
安
全
に
対
す
る
考
え

方
や
意
識
の
向
上
の

た
め
、
町
の
課
長
ク
ラ
ス
全

員
が
掘
削
現
場
を
確
認
を
し
、

認
識
の
共
有
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

答
（
副
町
長
）
課
長
ク

ラ
ス
の
現
場
視
察
は

検
討
す
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
緊

急
対
策
事
業
の
進

捗
は

農
林
水
産
振
興
課
長

24
年
度
で
68
％
完
成

問
本
年
度
の
新
規
金
網

柵
工
事
は
、
計
画
ど

お
り
進
ん
で
い
る
か
。

答
（
農
林
水
産
振
興
課

長
）
今
年
度
計
画
の

31・
5
㎞
の
う
ち
22・
8
㎞
は

完
成
の
見
込
み
で
、
残
り

8・
7
㎞
は
、
少
し
で
も
多

く
設
置
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
。

森内　正美

問
平
和
条
項
の
第
9
条

「
戦
争
の
放
棄
」
第

96
条
「
国
会
決
議
員
２
／
３

以
上
賛
成
」
更
に
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
は
、
日
本
を

戦
争
す
る
国
に
す
る
流
れ
で

断
固
反
対
だ
。

答
（
町
長
）
日
本
の
将

来
を
方
向
付
け
る
憲

法
改
正
の
論
点
は
国
会
で
十

分
な
議
論
を
交
わ
し
て
欲
し

い
。問

9
月
15
日
の
全
国
戦

没
者
追
悼
式
に
は
、

国
か
ら
半
旗
や
鐘
・
サ
イ
レ

ン
等
を
鳴
ら
す
等
の
10
項
目

の
要
請
に
対
し
て
、
本
町
は

周
知
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答
（
副
町
長
）
戦
争
の

悲
惨
さ
を
語
り
継
ぎ

恒
久
平
和
を
築
く
責
務
が
あ

る
の
で
、
今
後
は
周
知
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
灯
油
助
成
制

度
を
再
度
実
施
し

て
は

住
民
福
祉
課
長

今
冬
季
の
助
成
は
、

価
格
推
移
や
、国
・
県

の
動
向
を
踏
ま
え
て

考
え
る

問
各
種
油
脂
（
軽
油
・

Ａ
重
油
）
補
助
は
１

㍑
当
た
り
10
円
だ
が
、
25
円

の
自
治
体
も
あ
り
、
更
に
充

実
し
て
は
。

答
（
農
林
水
産
振
興
課

長
）
実
績
に
基
づ
き

交
付
申
請
を
受
け
て
お
り
、

現
時
点
で
は
、
利
用
実
態
や

効
果
を
把
握
で
き
て
い
な
い

の
で
、
事
業
内
容
の
変
更
は

考
え
て
い
な
い
。

問
町
内
各
区
の
中
に
は

役
員
不
足
や
町
行
事

不
参
加
等
が
あ
り
、
区
の
再

編
成
は
必
要
で
、
高
齢
化
の

高
い
行
政
区
の
活
性
化
対
策

を
問
う
。

答
（
総
務
課
長
）
町
内

63
区
の
問
題
・
格
差

の
解
消
に
は
区
の
再
編
は
有

力
と
の
認
識
は
し
て
お
り
、

各
区
の
機
運
等
主
体
的
な
取

り
組
み
を
見
極
め
さ
せ
て
も

ら
う
。

　

活
性
化
策
は
区
長
連
絡
協

議
会
で
共
通
課
題
の
議
論
が

な
さ
れ
、
地
区
の
要
望
や
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

対
策
協
議
会
の
立
ち
上
げ
は

必
要
な
い
と
考
え
る
。

猿橋　　巧

F6破砕帯トレンチ
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Report
リポート

■ 
小
浜
市
・
お
お
い
町
議
員
総
合

振
興
協
議
会

[

期　

日]

平
成
25
年
7
月
26
日

[

場　

所]

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

[

参
加
者]

議
員
14
名

[

協
議
内
容]

・
地
域
経
済
の
振
興
策

・
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
の
現
状
と

課
題

・
市
町
道
路
網
整
備
促
進　

等

■ 

委
員
長
・
副
委
員
長
研
修
会

[

期　

日]

平
成
25
年
8
月
9
日

[

場　

所]

福
井
県
自
治
会
館

[

参
加
者]

議
員
5
名

[

研
修
内
容]

・
議
会
委
員
会
運
営
に
つ
い
て
（
32
項

目
）

■ 

要
望
活
動

[

期　

日]

平
成
25
年
8
月
29
日
・
30
日

[

場　

所]

東
京
都
中
央
官
庁
等

[

参
加
者]

議
長
、
副
議
長
、
各
常
任
委

員
長
、
議
会
運
営
委
員
長

[

要
望
内
容]

●
原
子
力
一
元
管
理
責
任
の
確
実
な
遂

行①
原
子
力
政
策
に
つ
い
て

②
地
域
支
援
策
に
つ
い
て

③
使
用
済
み
核
燃
料
に
つ
い
て

④
災
害
制
圧
・
避
難
に
つ
い
て

●
生
命
、
生
活
、
避
難
道
路
網
の
早
期

整
備
に
つ
い
て

① 

主
要
地
方
道　

坂
本
・
高
浜
線
の

早
期
完
成
に
つ
い
て

② 
一
般
県
道　

岡
田
・
深
谷
線
の
早

期
開
通
に
つ
い
て

③ 

国
道
１
６
２
号
（
深
谷
・
相
生
間
）

道
路
整
備
の
早
期
完
成
に
つ
い
て

④ 

原
子
力
災
害
制
圧
道
路
に
接
続
す

る
橋
梁
の
新
設
整
備
と
赤
礁
崎
公

園
線
の
道
路
改
良
に
つ
い
て

⑤ 

主
要
地
方
道
小
浜
綾
部
線
の
国
道

昇
格
に
つ
い
て

■ 

福
井
県
町
議
会
議
員
研
修

[

期　

日]

平
成
25
年
9
月
2
日

[

場　

所]

福
井
県
自
治
会
館

[

参
加
者]

議
員
14
名

[

研
修
内
容]

・
議
会
運
営
の
在
り
方
等

議

会

活

動
・
研

修

報

告

■ 

広
報
特
別
委
員
会
研
修

[

期　

日]

平
成
25
年
7
月
3
日

[

場　

所]

福
井
県
自
治
会
館

[

参
加
者]

委
員
6
名

[

研
修
内
容]

・
県
町
村
議
会
議
長
会
議
会
広
報
研
修

会（
県
下
議
会
の
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

■ 

議
会
運
営
委
員
会
研
修

[

期　

日]

平
成
25
年
8
月
5
日
・
6
日

[

場　

所]

神
奈
川
県
葉
山
町
ほ
か

[
参
加
者]

委
員
6
名

[
研
修
内
容]

・
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て

・
議
会
基
本
条
例
の
特
筆
す
べ
き
条
文
等

・
議
会
報
告
会
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
実
施
等

■ 

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員

会
研
修

[

期　

日]

平
成
25
年
7
月
29
日

[

場　

所]

お
お
い
町
役
場

[

参
加
者]

委
員
13
名
・
議
長

[

研
修
内
容]

・
実
用
発
電
原
子
炉
に
係
る
新
規
制
基

準
に
つ
い
て

[

期　

日]

平
成
25
年
9
月
9
日

[

場　

所]

大
飯
発
電
所

[

参
加
者]

委
員
13
名
・
議
長

[

研
修
内
容]

・
大
飯
発
電
所
敷
地
内
破
砕
帯
（
南
側

ト
レ
ン
チ
）
現
地
確
認

委
員
会
活
動
・
研
修
報
告

原子力規制委員会からの説明
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県外へ観光PR（関西･中京･舞鶴道SA）、物
販活動（東京）、県外学生合宿誘致、道の駅
対面観光案内などの取組みをした。

広域各方面へのプラン展
開で誘客25％増加した

地域のコミュニティー機能維持の観点から集
落単位避難が基本。より実効性が高まるよう
調査研究を進めていく。

県域を越えた避難は
国や県の指導が必要

1年前の
一般質問

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。
　今回は、平成24年9月定例会からピックアップしました。

30km圏外への県外広域避難先が指定され
た。（おおい町は兵庫県へ）

県外広域避難先を
指定・兵庫県へ

県が暫定措置指定した県内避難先（敦賀市）
は、風向き･地形考慮において実効性に乏し
いのでは。 （猿橋巧 議員）

県の指定する原子力
災害避難先は疑問

どうなった?

観光客の入込状況は。交流人口の拡大策とし
て今後どのように導こうとしているのか。
 （浜上雄一 議員）

観光客誘客への今後の
対策は

昨年比約14％減少。観光協会を中心に、県
や関係市町と連携し広域的誘客に取組み中。
交流の場として賑わい施設に観光ブースを設
ける。

関係機関と連携し、
広域的に取り組む

どうなった?
副町長答弁

課 長 答 弁

県原子力防災総合訓練（大飯中学校体育館）

道の駅「うみんぴあ大飯」
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あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
？



　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は12月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催

が
決
ま
り
ま
し
た
。
世
界
最
大

の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
は
大
い
に
盛

り
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

２
０
１
８
年
に
は
福
井
国
体
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
お
お
い
町
に
も
レ

ス
リ
ン
グ
と
野
球
競
技
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、
選
手
の
受
け
入
れ
な

ど
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可

欠
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
た

絆
の
深
ま
り
に
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

１
順
目
の
福
井
国
体
は
45
年

前
の
昭
和
43
年
で
し
た
。
当
時
の

統
計
年
鑑
を
見
て
い
た
ら
面
白
い

こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
当
時
の

人
口
は
大
飯
町
５
９
０
２
人
、
名

田
庄
村
３
６
９
８
人
で
、
現
在
で

は
そ
れ
か
ら
８
０
４
人
減
少
し
て

い
ま
す
。
財
政
規
模
は
、
大
飯
町

19
億
７
９
８
３
万
円
、
名
田
庄
村

26
億
５
２
１
１
万
円
で
現
在
と
比

較
す
る
と
劇
的
に
変
化
し
て
い
ま

す
。議

会
で
は
、
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、

企
業
等
の
皆
様
と
よ
り
密
接
に
話

し
合
え
る「
出
前
懇
談
会
」を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

 

（
今
川  

記
）

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：12月6日から20日まで（15日間）
本会議：6日（議案提案理由説明）、17日（一般質問）、20日（採決）
委員会：予算決算委員会（6日）、総務、産業建設委員会（10日）、原子力特別委員会（11日）

12月定例会
の予定

午前7時のチャイムを合図に集合場所へと児童達が集
まってきます。「おはよう」「おはよう」少し眠そうな表情

を浮かべながら、それでも元気よく家から飛び出してきます。
これから、3.5㎞先の小学校に向かって歩くのです。児

童達は、おしゃべりをしながら前や後になり歩い
ていきます。その児童達を後方からそっと見守り

ながら一緒に登校するのが、今回ご紹介する佐分利見守り隊
の木村恒雄さんです。お孫さんの入学を期に毎日児童達に付
いて登校され、今年で三年目を迎えられます。
登校する通学路は各区からの児童で賑やかになり、その児

童達が学校に入るのを見届けると踵を返し、帰路につきます。
そして下校時になると再び木村さんは学校に向かい、校門の
外で児童を迎え一緒に下校されます。
毎日同行しているといろんな事があるそうです。台風や吹

雪の日に安全を確保する事、時には途中でお腹が痛くなった
り、ケガをする事もあり、そんな事態に備えて救急セットは
いつも携行されているそうです。また、ある時には通学路を
横切るイノシシを見かけたことも。
平成25年度の佐分利見守り隊には、13名の方が参加し活

動されています。児童や学校との関わりがなくともボランティ
アとして協力されている方もあります。
木村さん達の見守り活動に感謝すると同時に、今後も見守

り活動が継続できるよう、ボランティア活動の輪が大きく広
がることを願うばかりです。 （森口 記）

佐 分利見守り隊

新しい農業経営を行うあこがれのカリスマ農
家さんとの出会いをきっかけに、地域と密接に
関わりながら営む農業というものに魅力を感じ、
何らかの形で生まれ育った地域に役立つことが
出来るのではないかと考え農業を始めました。
非農家出身であり準備には苦労もしました

が、一年間研修をさせていただいた地元のベテラ
ン農家さんや前述のカリスマ農家さん、町や県、JA
営農担当の方々のサポートのおかげで、県から就農計
画を認められた『認定就農者』となり、晴れて今年度
より営農を開始することが出来ました。
一年目の今年は、農業の魅力の一つである『自然』か

らの洗礼を受ける事になりました。夏場の強風で、主
力作物であるキュウリの支柱がなぎ倒され、収量が目
標の60％になり、さらに、台風の影響で、夏秋ナス
の支柱が一部倒壊するという被害にもあいました。
順風満帆というスタートではありませんが、課題

を解消し、将来的にはもっと作目を増やし、栽培して出
荷するだけではなく、加工・販売を行ったり、野菜ソムリエ
の資格を生かして生産物の食べ方・楽しみ方を提案するな
ど、多角的な農業経営を行いたいと考えています。

溝口　智也 さん名田庄久坂区

木村　恒雄 さん万 願 寺 区

認 定就農者

午前
まって

を浮かべな
これ

ラララララララ
県、県、、JAJAJAJA
就就農計農計農計農計農計農計農計計計農計計
今今今今年度年度年度年度年

然然』か
で、主
量が目
ナス
。
課題
培して出

栽培しているズッキーニ

No.31 おおい町議会だより 1 2


